
入 学 試 験 問 題 前
数 学

広 島 大 学 2026 年 度 理 系

入試数学アーカイブ 全 5 問

注 意 事 項

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

２ この問題冊子は全部で 7 ページあり，問題は全部で 5 問あります。落丁，乱丁

または印刷不鮮明の箇所があったら，監督者に知らせなさい。

３ 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

４ 解答は，問題ごとに解答用紙の指定された箇所へ記入しなさい。

５ 解答用紙の指定欄に，受験番号，科類，氏名を記入しなさい。指定欄以外に，

これらを記入してはいけません。

６ 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけませ

ん。

７ この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離して

はいけません。

８ 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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第 1 問

大小 2個のさいころを投げ，出た目の最大値を得点とするゲームを「ゲームX」と呼ぶ。次の
問いに答えよ。

(1) Aさんがゲーム Xを行う。Aさんの得点が 5である確率を求め，既約分数で表せ。

(2) AさんがゲームXを行う。Aさんの得点が 5であるとき，大きいさいころの出た目が 5で
ある条件付き確率を求め，既約分数で表せ。

(3) Aさんがゲーム Xを行う。Aさんの得点の期待値を求め，既約分数で表せ。

(4) Aさんと Bさんがそれぞれゲーム Xを行う。Aさんの得点が Bさんの得点より大きい確
率を求め，既約分数で表せ。
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第 2 問

座標平面上に楕円 C : x2 + y2

4 = 1と 2点 A(0,
√

3)，B(0, −
√

3)がある。m > 0とし，点 A
を通る傾きmの直線を `とする。楕円 C と直線 `との二つの交点を P，Qとし，2点 P，Qの
x座標をそれぞれ α, β(α > β)とする。次の問いに答えよ。

(1) α + βと αβをそれぞれmを用いて表せ。

(2) 線分 PQの長さをmを用いて表せ。

(3) 線分 BPと線分 BQの長さの和が 5であるとき，線分 PQの長さを求めよ。また，そのと
きのmの値を求めよ。

(4) mが (3)で求めた値であるとき，三角形 BPQの面積を求めよ。
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第 3 問

すべての面が合同な四面体OABCがあり，OA =
√

2，OB = OC =
√

5である。点Oから 3
点 A，B，Cの定める平面に垂線OHを下ろす。

−→
OA = ~a，

−−→
OB = ~b，

−→
OC = ~cとする。次の問

いに答えよ。

(1) 内積 ~a ·~b，~b · ~c，~c · ~aの値を求めよ。さらに，三角形 AOBの面積を求めよ。

(2)
−−→
OH ⊥

−→
AB，

−−→
OH ⊥

−→
AC であることを利用して，

−−→
AH = s

−→
AB + t

−→
AC を満たす実数 s, tの

値を求めよ。

(3) 垂線OHの長さを求めよ。

(4) 四面体OABCを 3点O，C，Hの定める平面によって切り，二つの立体に分ける。体積が
小さい方の立体の体積を求めよ。
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第 4 問

pを 2より大きい実数とする。次の問いに答えよ。

(1) 関数 y = x(1 + x2)−p(x = 0)が最大値をとるときの xの値を aとする。aを pを用いて

表せ。

(2) 1 + x2 = tとおくことにより，不定積分∫
2x3(1 + x2)−p dx

を求めよ。

(3) aを (1)で求めたものとし，

S(p) =
∫ a

0
x(1 + x2)−p dx

とおく。極限値 limp→∞ pS(p)を求めよ。

(4) aを (1)で求めたものとし，

T (p) =
∫ a

0
2x3(1 + x2)−p dx

とおく。極限値 limp→∞ p2T (p)を求めよ。
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第 5 問

数列 {an}を

a1 = 2, an+1 = an + 1
an

(n = 1, 2, 3, . . .)

により定める。次の問いに答えよ。必要ならば， lim
n→∞

log n√
n

= 0であることを用いてよい。

(1) すべての自然数 nに対して，anは正の有理数であることを示せ。

(2) すべての自然数 nに対して，an =
√

2n + 2であることを示せ。

(3) すべての自然数 nに対して，an 5

√
2n + 2 + 1

2 log nであることを示せ。

(4) 極限値 limn→∞(an −
√

2n)を求めよ。
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計 算 用 紙

（切り離さないで用いよ。）
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